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要約：本研究は、台湾の代表的スタートアップ・アクセラレータのひとつである







位となっている。2020／21 年に、独自のファンド（TX Venture Fund）の設立、お









Abstract: This is a case study of “National Chiao Tung University (NCTU), Center of 
Industry Accelerator and Patent Strategy (IAPS)”, which is one of the representative 
startup accelerators in Taiwan.  IAPS was established under NCTU in 2013, and has been 
devoted to facilitate the growth of high-tech startups.  The main business of IAPS has 
been the implementation of various startup-supporting programs entrusted by government 
agencies until now.  IAPS has accumulated a lot of experience and know-how and 
constructed well-developed networks with partners such as mentors, specialists, investors,  
large companies and overseas actors, which can be seen as their core competitive advantage
at present.  In 2020/21, IAPS established their own investment fund (TX Venture Fund) 
and also started their original startup-supporting program (Scale-up Premium Program) in 
cooperation with these mentors.  These practices express their will to strengthen self-
management from now on.  In other words, IAPS is trying to change their business model
as an executive body of government projects to a hybrid model with the feature of a mentor-
oriented and commercial accelerator.  The main purpose of this paper is to shed light on 
the evolution of the strategy of a startup accelerator through drawing the “strategic story” 
of IAPS. 
Keywords: Taiwan, accelerator, startup, IAPS, the evolution of strategy, strategic story
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Chiao Tung University, Center of Industry Accelerator and Patent Strategy: IAPS。以下
IAPS と記述）」の事例研究である。アクセラレータとは、米国で 2005 年に設立さ











達に貢献するベンチャーキャピタル（venture capital、以下 VC と略記）やエンジェ
ルおよび大企業のような投資家といった多様なステークホルダーが関わっている
（Vandeweghe & Fu, 2018）。また、スタートアップへの投資や連携を目指す VC や企
業等のアクターにとっても、アクセラレータと提携することでその業務遂行がよ
り容易となる（Miller & Bound, 2011）。このため、アクセラレータは、これら関連
アクターのリソースが集まり、様々なマッチングや連携促進が行われる、いわば
スタートアップ・エコシステムのハブ的な位置付けとなってきている。













（Hallen, Cohen & Bingham, 2020; Cohen & Hochberg, 2014; Miller & Bound, 2011;
2
Hausberg & Korreck, 2020; Pauwels, Clarysse, Wright, & Van Hove, 2016; Fowle, 2017）。
アクセラレータと類似のもので従来から存在する新規企業育成の仕組みとして





















incubation/index.html 2021 年 8 月 25 日閲覧）。
2 アクセラレータをインキュベータの特殊形態あるいは新生代型インキュベーションモデ
ルと捉える研究もある（Pauwels, Clarysse, Wright, & Van Hove, 2016; Kreusel,  Roth & Brem,  
































































ない事例もある（Cohen, Fehder, Hochberg, & Murray, 2019）。
4
できないこともある（Kreusel, Roth & Brem, 2018）。しかしながら、近年のトレン
ドとして，アクセラレータのような短期集中型の起業家育成とビジネスモデルの
ブラッシュアップを中心とする新たなスタートアップ支援体制の構築が世界各地










たもの（Miller & Bound, 2011）。
 アクセラレータ・プログラムの成否を左右するものとして内外のネットワーク
／コミュニティ形成などの幾つかの成功要因を抽出したもの（ Clarysse and 





具体的に分析したもの（Vandeweghe & Fu, 2018）。
 アクセラレータによる支援がオープンイノベーションの文脈を提供しスタート
アップの成功に資することを分析したもの（Battistella, De Toni & Pessot, 2017）。
 アクセラレータの活動の幾つかがスタートアップのダイナミック・ケーパビリ
ティ構築を促しパフォーマンス向上に繋がることを発見したもの（ Garcia-




のパフォーマンスに影響するかを検討したもの（ Cohen, Bingham & Hallen,
2019; Cohen, Fehder, Hochberg, & Murray, 2019）。
 ある論文は、欧州の 13 のアクセラレータの調査に基づき、アクセラレータの
制度設計の重要要素として、program package (支援内容)、strategic focus (産業
セクターや地域などによる対象の限定)、 selection process (チーム選抜プロセ
ス)、 funding structure (資金源)、alumni relations (プログラム卒業後の関係維
持) の五つをあげている（Pauwels, Clarysse, Wright, & Van Hove, 2016）。
 アクセラレータ・プログラムの中の個別の要素にフォーカスし詳述したものも
ある。例えば、チームの選抜について（Leatherbee & Gonzalez-Uribe, 2018a）、
KPI（key performance indicator）について（Leatherbee & Gonzalez-Uribe, 2018b）、
5





プからの評価を分析したもの（Bone, Gonzalez-Uribe, Haley, & Lahr, 2019）。
 アクセラレータのタイプ分けをした論文もある。例えば、民営か公営か、ある
いは特定の技術・産業領域にフォーカスしているか否かに注目したもの




















個別の in-depth case study およびその蓄積を通じてなされる必要がある。
今までのところ、個別事例の踏み込んだ研究は少なく、米国についてはそのよ






















図 1 戦略ストーリーのアクセラレータ分析への応用（岸本 , 2021 による）
出所）岸本（ 2021, p. 7）の図 2 を引用。
先ず、図 1 の「競争戦略」とは、企業の分析では、「競争がある中で、いかにし
て他社よりも優れた収益を持続的に達成するのか、その基本的な手立てを示すも
の」である（楠木 , 2010, p. 101）。そして、競争戦略の本質のひとつは競合他社と
の 「 違 い 」 を つ く る こ と で 、「 違 い 」 に は 「 ポ ジ シ ョ ニ ン グ （ SP: Strategic 
Positioning）」と「組織能力（OC: Organizational Capability）」の 2 種類がある（楠
































る（楠木 , 2010, p. 20）。アクセラレータでも基本的に同様である。優れたストー
リーとは、つながりが縦横にきちんとした因果論理でつながっているものであり、






（楠木 ,  2010, p. 173）。「コンセプト」は戦略ストーリーの起点であり、「顧客に対す
る提供価値の本質を一言で凝縮的に表現した言葉」である（楠木 ,  2010, p. 241）。
広義には企業の存在意義を指す。「クリティカル・コア」は、「戦略ストーリーの
一貫性の基盤となり、持続的な競争優位の源泉となる中核的な構成要素」である









































とみなされる。 4 これ以外に、 IAPS に注目する理由は次のようなことである。第
                                                       
4 台湾全土には、2020 年 8 月 31 日時点で、61 のアクセラレータが存在する。うち 42 は
台北市に立地する（69％）。61 の内、タイプ別では、33（54％）が特定産業・技術領域へ
の特化型、 19（ 31％）が特定企業との提携・マッチング推進型、 7（11％）が投資型、 2
（3％）が大学付属型である（徐慶柏・劉聖元 , 2020）。台湾の主なアクセラレータの簡単





































第 2 に、 IAPS は、上述のアクセラレータのタイプ分けで言えば（Leatherbee & 















雑誌記事等の公開情報に加え、筆者自身による IAPS 関係者（ CEO の林伯恒
〔Michael Lin〕氏）への面談調査からの情報・知見に基づき執筆している。面談調
査は、2015 年 9 月 17 日、2020 年 10 月 5 日、2021 年 5 月 6 日の 3 回、各々1～2 時
間程度実施した。引用の際は、各々、「 iaps-2015」「 iaps-2020」「 iaps-2021」と記す。









IAPS の組織と人員（「組織能力」）についても解説する。第 5 節では、スタート
アップ支援のためのパートナーシップを取り上げ、 IAPS と協力関係にある企業・
団体、メンター、投資家等について紹介する。これは、「競争優位 I」の主な内容






















よる 2015 年のスタートアップ育成団体のベンチマークで、APEC 地域のアクセラ
レータとして第 1 位、全世界では第 7 位にランキングされた（ウェブサイト
https://iaps.nctu.edu.tw/about-iaps/ 2021 年 3 月 5 日閲覧）。
交通大学は理工系分野では台湾トップクラスの大学で、 5 台湾ハイテク業界に
                                                       
5 台湾の交通大学は、1958 年設立で、学生数約 1 万 5,000 名（学部と大学院の合計。うち








同大学電子工程学系教授の黃經堯（Hank Huang）氏が IAPS の主任を兼任する以外








事の起こりは、 2013～ 16 年に「經濟部中小企業處（ Small and Medium Enterprise 
Administration, Ministry of Economic Affairs: SMEA/MOEA）」（日本の経済産業省中
小企業庁に相当）が進める「新興産業加速育成計畫（Start-up Taiwan Accelerator  
Project: STAP）」の実施を請け負ったことである。經濟部はそれ以前から様々な起










（詳しくは、岸本 , 2011, 2015 参照）。近年の資料によると（經濟部中小企業處 ,




評価されている（https://www.nctu.edu.tw/ 2021 年 3 月 25 日閲覧）。2021 年 2 月 1 日に
「 國 立 陽 明 大 學 」 と 合 併 し 、 そ れ 以 降 「 國 立 陽 明 交 通 大 學 」 と 改 名 し て い る








2020）、2019 年までの累計で、1 万 7,121 社の中小企業および 1 万 142 社の新規創
業企業が育成され、うち IPO した企業が 121 社含まれている。同資料によれば、
近年は創新育成センターは、「國際創育加速器（ International Startup Accelerator）、
「技術 創業 放大器 （ Technical Entrepreneurship Amplifier ）」、「在 地企業 創新 器












変更があるが 2016 年時点では）、 IAPS の他に「資訊工業策進會（ Institute for 
Information Industry: III）」（ IT 産業推進を使命とする政府系の財団法人）があげら
れている（經濟部中小企業處 , 2016）。
STAP による支援期間は 6 ヵ月を限度とする。 IAPS 実施担当部分に関して、具体














 資金調達・露出度向上支援等：投資家とのマッチング、および Computex 等の
国内展示会への参加とメディアへの露出の機会を提供する。その他、政府の各
種補助計画の宣伝、起業の経験・知識の共有と交流促進の活動を実施。
IAPS 実施担当部分の 2013～15 年の実績の一部を紹介すると以下のようなものが
ある（經濟部，2016）。
13
 資金調達支援：投資資金額 10.8 億台湾元。
 海外市場開拓支援：海外からの受注額 3.825 億台湾元。
 企業経営支援：支援起業チームが各種の受賞（ Intel APEC Challenge 創業コンテ




Co-Incubation Network 設立（ 2013 年）、台湾での APEC Accelerator Network
（AAN）BootCamp・Forum・Funding 開催（2015 年）など。
 国際知 名度向 上： UBI Global によ って 「 World Top 10 University Business 
Accelerators 2015」で世界第 7 位（アジア第 1 位）に選ばれる、など。
これを皮切りに、 IAPS はこれまでに、經濟部、「科技部（Ministry of Science and 
Technology: MOST）」、「教育部（Ministry of Education: MOE）」などから様々なス
タートアップ支援および起業・事業化の促進に向けた計画を請け負ってきた（請
け負い期間は、各々、1～数年）（ウェブサイト http://ican-iaps.com.tw/project/index.





























 IAPS の協力会員となった企業およびスタートアップへのサービス提供： IAPS
には企業メンバーシップやスタートアップ・メンバーシップ、 Joint Platform 等
の制度があり、会員となった企業やスタートアップにビジネス・マッチング等
のサービスを提供する。
 インキュベータの運営： IAPS はアクセラレータ以外にもインキュベータとし
ての機能も有している（後述）。
 IAPS Scale-up Premium Program： IAPS が 2021 年に開始した試みで、政府資金
に一切頼らず、メンターとの協力で有望なスタートアップを支援し、成長後に
利益還元の獲得を目指している。
これを IAPS の収入源の面からみると、三つの部分に分かれる（2020 年 10 月 5
日面談時点）。第 1 は政府計画および関連業務の実施請け負いに伴う収入で、全収
入の 85％前後を占める。第 2 にインキュベータのスペース貸与の収入で、10％足




Taiwan Tech Arena: TTA）」である。 7 二つのサイト内には、選抜されたスタート
アップ・チームが使用できるコワーキングスペースがある。先ず、交通大学国際





                                                       
7 IAPS のこの他のサイトとして、台北市に隣接する新北市にも同市との協力により
「 InnoSquare（新北創力坊）」と呼ばれる関連施設が運営されていた。 InnoSquare は、2014
年 11 月開設、床面積 1,300 ㎡で、①メイカースペース（工作室）、②コワーキングスペー
ス、③起業チームの入居スペース、④会議室を有する。要するに、コワーキングスペース
とメイカースペースおよびアクセラレータが一体化された施設である。入居チームは 6 ヵ
月を限度に支援を受けられ、支援期間の終わりに Demo Day が開催される。起業家向け教
育課程の他、メンターによる法務、会計、知財特許、技術、国際マーケティング等に関す
るコンサルティング・サービスや企業とのマッチングもある。また、運営団体は IAPS な
ので、交通大学や STAP に関連した様々なリソースをも享受できる（以上、 InnoSquare の
ウェブサイト http://www.innosquare.economic.ntpc.net.tw/site/ 2017 年 3 月 15 日閲覧 ; iaps-
2015; 陳薪智 , 2016 による）。ただし、 IAPS による InnoSquare の運営期間は 2014～19 年ま
でで、 5 年間の累計で 163 のスタートアップ・チームが育成された（ウェブサイト
https://iaps.nctu.edu.tw/about-iaps/ 2021 年 6 月 15 日閲覧）。
15
https://iaps.nctu.edu.tw/get-involved/startups/ 2020 年 10 月 10 日閲覧 ; iaps-2015）。
次に、TTA は科技部主体のプロジェクトとして運営されるスタートアップ支援
施設で、2018 年 6 月に開設された。台北市のほぼ中央部の松山区に位置する総合
スポーツ施設、台北アリーナ（Taipei Arena、臺北小巨蛋）（地上 5 階、地下 2 階建
て）の 1 階、3 階、4 階を使用し、総床面積は 3,193 ㎡である。建物のハード面で












Asia Pacific Accelerator Network（AAN）の創設と第 1 回 AAN フォーラム主催の役
割を担い、その後も APEC 総会（フィリピン）への参加（2015 年）、ANN フォー
ラムやピッチコンテストへの参加（2017 年）がなされている。また、毎年のよう
に海外のスタートアップ支援関連団体との MOU 締結が行われ、2019 年には 4 ヵ国
の海外パートナー（日本、フランス、シンガポール、タイ）との連携プログラム
が実施された。さらに、海外スタートアップの台湾進出支援に特化したプログラ
ムとして、2017 年に TSG Soft-Landing Program が実施され（4 ヵ国の 25 チームが
参加）、2020 年には Access to Taiwan（A2T）Program（後述）が開始されている










イツ、フランス、日本など 17 ヵ国共同で「 International Innovation Alliance」を設立し、国
際的なスタートアップ間の協力の可能性を拡大した。同様に 2018 年以降、台湾ナショナ
ルチームとして CES や VIVATech 等の著名な国際展示会へのスタートアップの参加を推進
した。さらに同年、スタートアップ推進基地の「Taiwan Tech Arena: TTA」を設立し、国
内外の有力なアクセラレータを多数参与させ、海外チームを含むスタートアップの育成を
進めている（pwc & TIER, 2020）。
16
表 2 交通大学国際創新育成センター入居企業（2021 年 6 月 22 日ウェブサイト閲
覧時点）
注）資料では、本表に示されたものの他，詳細不明な企業が 4 社あり、全体で 20 社紹介されてい
る。
出所） IAPS ウェブサイト（ https:/ /iaps.nctu.edu.tw/portfol io/）、および各社ウェブサイト等の情報に
基づき筆者作成（ウェブサイトは全て 2021 年 6 月 22 日閲覧）。
面談調査（2020 年 10 月 5 日実施）によれば、それまで 50 組ほどのスタートアッ
プ・チームが入居しており、その時点で、16～17 社が入居していた。入居期間は





































































することが出来る（ iaps-2020; iaps-2021）。表 2 は、入居企業の紹介である。
インキュベータとアクセラレータを併設することの意義について、2015 年 9 月
17 日面談調査では、「インキュベータは 1～2 年の育成を通して、非常に初期のベ
ンチャーから会社設立、一定の成果が出始めるまで支援し、その後、アクセラ
レータにバトンタッチする」と述べていた（ iaps-2015）。しかし、約 5 年後の面談










下、ウェブサイトより https://iaps.nctu.edu.tw/get-involved/startups/ 2021 年 3 月 8
日閲覧）。
 成長力のあるハイテク・スタートアップで海外市場展開の可能性の高いもの。















階での支援も真に効果的となるという考え方である（ pwc & TIER, 2019）。こうした想定











 資金調達：TX Venture Fund（台本創投）からの投資、海外パートナーとの共同
投資（日本、シンガポール、マレーシア、インド）、投資家とのマッチング。





 企業とのパートナーシップ：CEO ピッチ（大企業の C レベル・エグゼクティ
ブの面前でピッチを行うイベント）、コーポレート・インベストメントと概念
実証（POC: proof of concept）。
 コワーキングスペース：交通大学国際創新育成センター（新竹市）と TTA（台
北市）の 2 ヵ所。

















(1) HYPE SPIN Accelerator TAIWAN
HYPE SPIN Accelerator TAIWAN はスポーツ関連分野のスタートアップに特化し
19
たアジア初のアクセラレータで、「教育部體育署（Sports Administration, MOE）」と
世界的なスポーツコミュニティ HYPE Sports Innovation（イスラエルに本拠地を持
つ）との共同で 2018 年に設立された。プログラムは 1 年に 2 期（バッチ）で、各










グラム）→Full Body Check（会社の経営診断）→Sports Universities Meetup（台湾の
体育系大学の著名教授とのミートアップ）→Midterm Review（中間評価）→Pitch 
Perfect （ ピ ッ チ 指 導 ） →Demo Day （ 発 表 会 ） と い う 流 れ で あ り 、 Kickoff 
Bootcamp から Demo Day までおよそ 3 ヵ月の日程である（以上ウェブサイト https:
//iaps.nctu.edu.tw/get-involved/startups/spin-accelerator-taiwan/; https://spin-accelerator.
nctu.edu.tw/ 2021 年 3 月 8 日閲覧）。












府 優 遇 措 置 と い っ た 方 面 で の 支 援 を 受 け る こ と が で き る （ ウ ェ ブ サ イ ト
https://iaps.nctu.edu.tw/get-involved/startups/access-to-taiwan-a2t-program/ 2021 年 3
月 8 日閲覧）。
2020 年の実績として、27 の海外スタートアップを支援し、24 名にメンターが参
与し、 65 回のメンター指導セッションがあり、六つの大規模なマッチメーキン
グ・イベントが開催された （「A2T 2021 宣傳簡報 Eng.pdf」https://drive.google.
20
com/file/d/1-er_7uRvH3jvGxE5BcK9scjkBkZOmudO/view 2021 年 3 月 9 日閲覧）。 10
(3) 「科技部研發成果創業加速及整合推廣計畫（MOST Integrated Cross-campus 
Accelerator Network Project： iCAN 計畫）」（以下、 iCAN と略記）
iCAN は、大学の研究開発成果の事業化を加速することを目的とする科技部の計
画である。2016 年 7 月に開始されたが、計画の実施方式は年々変化してきている。







次の三つの方面である。①ビジネストレーニング：各種訓練課程、1 対 1 のメン
ター指導、1 対 1 の投資家（エンジェル、VC）との会合である。②パートナー企
業との協力：FOXCONN、中華電信、遠東集團や Mercedes-Benz、BANDAI を含む
国内外の中堅・大企業との協力協定締結を支援し、また協定締結をしたチームに
対して 50～100 万台湾元の POC／NRE 費の補助が供与される。③投資・海外リン
ケージ：TX Venture Fund、Accrete Innovation、BlackStorm Consulting、TBV Capital、
Yushan Venture、StartupGoGo、HYPE Sports Innovation など国内外の投資ファンド
やスタートアップ支援団体と連携し国内外での市場開拓・資金調達を支援する
（「計畫説明簡報」http://ican-iaps.com.tw/about/ 2021 年 3 月 9 日閲覧）。ただし、
IAPS による iCAN の実施は 2020 年度が最終年であった。



















58 2021 年 3 月 9 日閲覧）。
(5) Access to Asia
Access to Asia は、科技部がスポンサーで、毎年 2 回、1 期 4 ヵ月の間に主にアジ
ア市場開拓支援を行うプログラムである。幾つかの国に対象を絞り、当地のパー
トナーが条件に合った台湾チームを選び、その国に連れて行って事業を推進する
のが特徴である（ iaps-2021）。例えば、2021 年第 2 期（Batch 2）における海外パー
ト ナ ー と し て 、 StartupGoGo ／ GxPartners （ 日 本 ）、 MaGIC （ マ レ ー シ ア ）、




サイトのうち TTA の支援対象となる（ウェブサイト https://drive.google.com/file/d/




がある（ IAPS, 2021）。なお、 IAPS の実施する計画には、対象とする産業領域が狭
く絞られているもの（HYPE SPIN、5G Accelerator、 InnoMED）と比較的広範囲の
ハイテク業種を対象とするもの（A2T、RSC、 iCAN、Access to Asia）がある。
4.3. スタートアップ・チームの概況
IAPS は、これまでに 750 組以上のスタートアップ・チームおよび研究チームを
支援し、 IAPS のプログラムに参加したチームが調達した資金は、毎年合計で 1,000
万米ドル以上に上る（ウェブサイト https://iaps.nctu.edu.tw/about-iaps/ 2021 年 5 月
6 日閲覧）。ここでは IAPS が支援したスタートアップ・チームの具体的な状況、お






AI、 IoT が 4 割前後。バイオテク・医療（医療器材を含む）は 3～4 割前後。スポー
ツが 1 割余り。農業科技が 1 割近く」である。これは台湾チームに関することで、
海外チームの支援に特化した A2T では、毎年大体 30～40 チームを支援している
（ iaps-2020; iaps-2021）。
22
表 3 IAPS Award 受賞のスタートアップ（2018～20 年）
出所） IAPS ウェブサイト（ https:/ /iaps.nctu.edu.tw/portfol io/）、および各社ウェブサイト等の情報に






























































































支援したスタートアップのうち、2016 年以降、特に優れたチームが毎年 6 社選
ばれ「 IAPS Award」を授与されてきた。例えば、2018～20 年の受賞チームを紹介
すると表 3 の通りである（ウェブサイト https://iaps.nctu.edu.tw/portfolio/ 2021 年
3 月 24 日閲覧）。
関連論文によれば、プログラムに参加したチームの間でネットワーク／コミュ
ニティ を構 築する こと がア クセ ラレー タの主 な成 功要因 の ひ とつ とさ れる
（Clarysse & Yusubova, 2014; Fowle, 2017）。 IAPS におけるネットワーキング推進に
ついては、「計画ごとに異なるやり方がある。例えば、ひとつ二つの計画は連続性








で Facebook のような SNS で共同アカウントをつくり交流するといったことも、
「現在、ない」とのことである（ iaps-2020）。
(2) スタートアップ・メンバーシップ
次に、「 IAPS スタートアップ・メンバーシップ（ IAPS Startup Membership）」に
ついて説明する。何らかの計画で IAPS の支援を受けたチームが、プログラム終了
後も続けて支援を受けることを希望するならこれに加入することを勧められる。
会費は 1 年 3 万台湾元で、現在、10 数社が会員となっている（ iaps-2021）。
会員になると IAPS の支援により次の方面での特典が与えられる（ウェブサイト













SPOTLIGHT と呼ばれるイベントは、大体ひと月に 1 回開催され、参加人数は毎回





IAPS の組織は、2021 年の紹介資料によれば（ IAPS, 2021）、主任－CEO の下に、
Member Services（ IAPS のサービス会員への対応）、Acceleration Program（アクセラ
レータ計画の運営）、Online Activities（オンライン上での計画実施、および IAPS
自身の PR 活動）、Research（Think Tank の活動）、Administrative Affairs（人事や会
計等）の諸部署が置かれている。
次に人員の内訳について説明しよう。 IAPS は、2021 年前半時点で 30 余名の人




（Hank Huang）氏と CEO の林伯恒（Michael Lin）氏を先頭に、事業開発、技術、
Think Tank、財務等の各種業務の専門人員に加え各計画担当の人員が合わせて 10
名前後存在する。うち主任の黃經堯氏は交通大学電子工程學系の教授でもある。
Asia Pacific Accelerator Network の議長、 中華創業育成協會（ Chinese Business 
Incubation Association）の理事長等の職責を歴任（兼任）し、また自身でもスター
トアップ（Fiducia Technologies）の創設に関わっている。CEO の林伯恒氏は、交通
大 学 科 学 管 理 研 究 所 の 博 士 号 を 持 ち 、 政 府 系 研 究 機 関 の 工 業 技 術 研 究 院
（ Industrial Technology Research Institute: ITRI）の技術移転＆サービスセンター
（技術移轉與服務中心）のプロジェクトマネジャー、創新工業技術移轉股份有限
公司（ ITRI の VC 子会社）の投資マネジャー、交通大学の創新育成センター（イ
ンキュベータ） 11 副主任等の職を歴任している。通常、マネジャーの多くは、
各々、1～2、3 個の計画に責任を負う。主任と CEO は IAPS 設立以来交代しておら
ず、他のマネジメント・チームのメンバーも変動が比較的少ない。他方、アシス
タントは計画ごとに若干名おり、新らしい計画が始まると新しいアシスタントが
増えることになる（ iaps-2015; iaps-2021; ウェブサイト https://iaps.nctu.edu.tw/about
-iaps/ 2020 年 9 月 17 日閲覧）。
面談時に、多数の計画を限られた数の人員でどのように運営しているのかと尋
                                                       
11 交通大学には、 IAPS が管理する交通大学国際創新育成センターとは別に、學府、矽導、
光復、博愛の四つの創新育成センターがある（https://flaps.ord.nycu.edu.tw/NewBusiness
WannaEnter/IncubatorIntroduction 2021 年 7 月 13 日閲覧）。
25
ねたところ、次のような答えであった。政府計画の各々について、実施とスター



































2. 中華電信（Chunghwa Telecom https://www.cht.com.tw/）
3. 牧德科技（MACHVISION http://machvision.com.tw/）
4. 精誠集團（SYSTEX https://tw.systex.com/）
5. 永豐創投（SinoPac Venture Capital http://www.sinopac.com/）
6. 新光金控（Shin Kong Financial Holdings https://www.skfh.com.tw/）
7. 零壹科技（Zero One Technology https://www.zerone.com.tw/）
8. AWS Activate（https://aws.amazon.com/tw/activate/）




13. 光寶科技（LITEON Technology https://www.liteon.com/）、
14. 聯詠科技（Novatek https://www.novatek.com.tw/）
15. 合勤科技（ZyXEL https://www.zyxel.com/tw/）
16. 宇智網通（U-MEDIA Communications http://www.u-media.com.tw/）
17. 國巨（Yageo https://www.yageo.com/）
18. 中華開發金控（China Development Financial https://www.cdibh.com/）
19. 台灣表面黏著科技（Taiwan Surface Mounting Technology http://www.tsmt.com/）
20. 亞力創價投資（Asia Pacific Accelerator Innovation）
21. 天來創新（TEN Life）




1. 台灣科技新創基地（TTA: Taiwan Tech Arena https://www.taiwanarena.tech/）
2. 工 業 技 術 研 究 院 （ ITRI: Industry Technology Research Institute
https://www.itri.org.tw/）
3. 財 團 法 人 資 訊 工 業 策 進 會 （ III: Institute for Information Industry
https://www.iii.org.tw/）
4. 台北市電腦公會（TCA: Taipei Computer Association https://www.tca.org.tw/）
5. 中 華 創 業 育 成 協 會 （ CBIA: Chinese Business Incubation Association
https://www.cbia.org.tw/）
6. 臺灣創新快製媒合中心（TRIPLE: Taiwan Rapid Innovation Prototyping League for 
Entrepreneurs https://www.triplelinkage.com/）




1. Hong Kong Science and Technology Parks（HKSTP https://www.hkstp.org/）
2. Thailand National Science and Technology Development Agency （ NSTDA
http://www.nstda.or.th/en/）
3. Business Incubation Center（BIC タイランド・サイエンスパークの起業支援セ
ン タ ー https://www.sciencepark.or.th/index.php/ja/business-incubation-center-bic ）
4. RISE（タイの RISE Accel Company による東南アジア進出を目指すスタート
アップ向けのアクセラレータ・プログラム https://www.gap.riseaccel.com/）
5. Software Park Thailand（タイ NSTDA 傘下のソフトウェア産業振興ための機関
https://swpark.or.th/）
6. TBV Capital（マレーシアの VC https://www.tbv.capital/）、
7. Technology Park Malaysia（マレーシアの知識集約型産業の研究開発向けのサイ
エンスパーク http://www.tpm.com.my/）
8. Malaysia Global Innovation & Creativity Center（MaGIC マレーシアの科学・技
術・イノベーション省に属する組織でスタートアップと社会的企業および関連
アクターのエコシステムを構築 https://www.mymagic.my/）
9. QBO Innovation Hub（フィリピンのスタートアップ支援プラットフォーム
https://www.qbo.com.ph/）
10. Accrete Innovation（シンガポールのアクセラレータ https://www.seaanchor.co/）
11. ID Capital（シンガポールの VC で農業・食品技術のスタートアップが対象
https://www.idcapital.com.sg/）
12. AIRmarker（シンガポールに本拠地を持つ国際的な AIoT イノベーション・プ
ラットフォーム https://airmaker.sg/）
13. Enterprise Singapore（シンガポール企業庁 https://www.enterprisesg.gov.sg/）
14. BlackStorm Consulting （ シ ン ガ ポ ー ル の コ ン サ ル テ ィ ン グ 会 社
https://blackstormco.asia/）
15. Indian Science and Technology Entrepreneurs Parks and Business Incubator  
Association（ ISBA インドの科学技術企業パーク＆ビジネス・インキュベータ
協会 https://isba.in/）、
16. THE GAIN（インドのアクセラレータ https://thegain.in/）
17. Startup India（インド政府によるスタートアップ・エコシステム建設の計画
https://www.startupindia.gov.in/）












3. French Tech Taiwan（フランスと台湾のスタートアップ・エコシステムの連携
促進を目指す La French Tech の台湾ブランチ https://www.frenchtechtaiwan.com/）
4. Schoolab（フランス・パリ等に拠点を持つスタートアップ支援プログラム
https://theschoolab.com/）
5. Ourhub Europe （ オ ラ ン ダ に 本 拠 地 を 持 つ eCommerce プ ラ ッ ト フ ォ ー ム
https://ourhub.eu/en/）
6. Taiwan Globalization Networks（TGN 台湾スタートアップの欧州展開、および






2. GxPartners（StartupGoGo の投資事業を担う VC https://gxpartners.vc/）
3. ISCO（沖縄 IT イノベーション戦略センター https://isc-okinawa.org/）





9. Leave a Nest（日本の研究者集団による企業で新規事業や人材育成、研修、研
究受託など手がける https://lne.st/）
 その他
1. HYPE Sports Innovation（イスラエルに本拠地を持つスポーツ・イノベーション
のグローバル・エコシステム https://www.hypesportsinnovation.com/）
2. Yushan Ventures（玉山國際創投。シリコンバレー事業家等により台北にて設立
された VC で eCommerce や mobile internet のスタートアップが主な対象
http://www.yushanventures.com/）
3. Smart Business Trips（ロシアの団体で、ロシアと APEC 諸国とのビジネスの懸















トアップの海外展開支援を行う（ iaps-2021; ウェブサイト https://iaps.nctu.edu.tw/















で あ る （ ウ ェ ブ サ イ ト https://iaps.nctu.edu.tw/get-involved/startups/global-market-
entry/ 2021 年 3 月 29 日閲覧）。



















総計が 1,500 万米ドル超に上った（ IAPS, 2019）。
5.2. メンター
ここでは、 IAPS によるメンターおよび各種専門家との協力、および彼らとの連





「Mentors」のパートでは、21 名が紹介されており、その肩書は、APA Innovation 
Chairman 、 亞 聯 資 本 管 理 顧 問 創 辦 合 夥 人 、 台 灣 新 光 國 際 創 投 投 資 部 副 總 、
KPMG 審 計 部 執 業 會 計 師 等 々 で あ る 。 加 え て 、 CEO & Managing Partner 
of StartupGoGo (Japan)、 Director of Business Innovation Center Thailand-NSTDA、
Founder of Accrete Innovation (SEA Anchor) Singapore、 Co-Founder of BlackStorm 
Consulting と い っ た 肩 書 を 持 つ 海 外 の メ ン タ ー も 数 名 含 ま れ て い る




では、 Accrete Innovation（シンガポール）、 StartupGoGo（日本）、 HYPE Sports 
                                                       







55％、東南アジア・インド 30％、北米 10％、欧州 5％であったのが、 2020 年には北米
31％、東南アジア・インド 26％、日本・韓国 20％、中国 12％（複数選択可）となってい
る（pwc & TIER, 2020）。
31
Innovation （ イ ス ラ エ ル ）、 NSTDA （ タ イ ）、 ISBA （ イ ン ド ）、 BlackStorm 
Consulting（シンガポール）、Strodtbeck & Co. Ltd. （英国）、Schoolab（フランス）、




う。例えば、上記の HYPE SPIN Accelerator TAIWAN では、計 33 名が「Our Powerful 
Investors and Mentors」として紹介されており、その肩書は、台湾の体育系大学の
教授やスポーツ関連産業団体の幹部、関連製品メーカーの関係者、投資会社やコ
ン サ ル テ ィ ン グ 会 社 の 関 係 者 等 々 で あ る （ ウ ェ ブ サ イ ト https://spin-









ターによるチームへの指導は、基本的に 1 対 1 だが、ある種のイベントでは多対
多、あるいは多対 1 の場合もあるという（ iaps-2015; iaps-2020）。
(2) IAPS Scale-up Premium Program
これまで IAPS の活動の中心は政府計画（および政府向けの関連業務）の実施で
あり、必要経費は発注元の政府部署から出ている。2021 年から、新たな取り組み









つかの真に有望な市場機会のあるチームを Premium Program に入るよう招請し、3
者（ IAPS、メンター、スタートアップ・チーム）の合意に基づき共同で努力する」











供してきた。 IAPS は、従来は自身が投資することはしなかったが、2020 年第 3 四









TX Venture Fund の詳細は以下の通りである（ IAPS, 2021）。
 ファンドの規模：9,200 万台湾元。
 投資対象企業の発展ステージ：主にエンジェルラウンド（まだアイデアしかな
い段階）、プレシリーズ A ラウンド、シリーズ A ラウンド（事業が軌道に乗り
始める段階）。
 対象領域：農業、医療、スポーツ、スマート IoT。
 1 件当たりの投資額：100 万～1,500 万台湾元。
 投資の方法：投資は次の 2 段階で行われる。第 1 に初めの投資では、100 万～
200 万台湾元の投資に加えアクセラレータによる支援を行い、企業評価額を 2
～3 倍に成長させる。第 2 に追加的投資では、急成長しており国際的なマー
ケットセグメントを明確に有する企業に対して 500 万～1,000 万台湾元の資金
を投資する。
 投資委員会：上述の 2 名の主な出資者に加え IAPS の代表で構成される。
国内の投資家に加えて、 IAPS は、Asia Pacific Accelerator Network（AAN）を通
するなどで海外の投資リソースとつながっており、日本、シンガポール、マレー
シア、インド等の現地の投資基金と戦略的な共同投資を行っている（ウェブサイ
ト https://iaps.nctu.edu.tw/get-involved/investors/ 2021 年 3 月 11 日閲覧）。共同投資
の具体例をあげると、日本のパートナーの StartupGoGo（福岡市）が立ち上げた








開 に も寄 与 で き る と 主 張し て い る （ ウ ェ ブ サイ ト https://iaps.nctu.edu.tw/get-
involved/corporates/ 2021 年 5 月 10 日閲覧）。この点をみると、アクセラレータの






Startup Engagement: CSE）は重視されている（ III, 2020; pwc & TIER, 2020）。 14
IAPS ウ ェ ブ サ イ ト に よ れ ば （ https://iaps.nctu.edu.tw/get-involved/corporates/













て、例えば、次のようなものが記されている（ IAPS, 2021; iaps-2021）。
 CEO Club/ IAB Meeting」：経験豊富な大企業の現役の経営幹部（CEO、總經理、
董事長）を連れてきて、スタートアップと交流させる。 IAB とは Industry 
Advisory Board（産業顧問）の略で、 IAPS がフォーカスする各産業領域におけ
る幾つかの代表的大企業の経営者を招き Board（役員会）のようなものを組成




合が 59％であった。その他の投資者は、国内 VC が 43％、National Development Fund（政




 CXO Mentorship：大部分は引退した人で、過去に CEO、CFO、CMO 等の地位
にあった人をメンターとしスタートアップを指導してもらう。
 Joint Platform：これは、 IAPS が過去に関わったパートナー企業とスタートアッ























費 30 万台湾元、Golden 会員は 20 万台湾元）、享受できるサービスに若干の違いが
ある。会員企業数は、毎年変動するが、面談調査時点（2021 年 5 月 6 日）では 5




























略ストーリーを描いたのが図 3 である。これは図 2（戦略ストーリーの進化の概念
図）を IAPS の事例に基づいて具体化・精緻化したものといえる。既に述べたこと
と一部重複するが、ここで一通り解説する。先ず、 IAPS がアクセラレータを立ち








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ここまでは IAPS の従来の戦略ストーリーの説明だが、2020／21 年頃から、新た





グの調整」と解釈される。第 2 に、2020 年の TX Venture Fund の設立である。これ
は IAPS 独自のファンドであり、これまで大企業の投資部門を含む外部の投資家と
スタートアップとのマッチングに専念してきた IAPS にとって、「組織能力の拡充」
を意味する（第 5 節参照）。図 3 では、これらは「競争優位 I」を土台に生み出さ
れた要素として描かれている。
そして、これら二つの要素は相互に支え合っているともいえる。つまり、 IAPS 






















必ずしも自明ではない。ウェブサイトの「About IAPS」の説明には、「 IAPS は国境
および産業の境界を越えたパートナーシップによる創業エコシステムの構築に力
を致す。国内外からのハイテク・スタートアップへの投資を助け、国内外の産業
界 の パ ー ト ナ ー と 連 携 し て 国 際 市 場 の 開 拓 を 進 め る 。」 と 述 べ ら れ て い る










































                                                       
































Scale-up Premium Program の具体的内容（支援対象チームの選抜と育成の方法、投
資収益獲得の方法等）および TX Venture Fund の運営方法（今後出資者を増やす予
定はあるか、リードインベスター以外にフォロワーとしての投資もあるのか、将





















































『DGcovery』（2016 年 6 月 18 日） . Retr ieved from http://www.dgcovery.com/2016/06/
18/coworking/（2017 年 2 月 3 日閲覧） .
經濟部（2016）「105 年新興產業加速育成計畫 B 聯盟」Retrieved from http://iaps.nctu.edu.
tw/download/2016%20Accelerator%20program.pdf（2017 年 2 月 18 日閲覧） .
經濟部中小企業處（2013）『2013 中小企業白皮書』Retr ieved from https://www.moeasmea.
gov.tw/list-tw-2345（2021 年 3 月 23 日閲覧） .
經濟部中小企業處（2016）『2016 中小企業白皮書』Retr ieved from https://www.moeasmea.
gov.tw/list-tw-2345（2021 年 3 月 23 日閲覧） .
經濟部中小企業處（2020）『2020 育成小冊（ Incubation Centers Guide）』Retr ieved from 
https://incubator.moeasmea.gov.tw/success-stor ies/2014-07-17-07-50-23.html（2021 年 3 月
24 日閲覧） .
pwc（資誠），TIER（台灣經濟研究院）（2019）『 2019 台灣新創生態圏大調査』Retrieved 
from https://www.pwc.tw/zh/publications/topic-report/2019-taiwan-startup-ecosystem-survey.
html（2021 年 7 月 15 日閲覧） .
pwc（資誠），TIER（台灣經濟研究院）（2020）『 2020 台灣新創生態圏大調査』Retrieved 
from https://www.pwc.tw/zh/publications/topic-report/2020-taiwan-startup-ecosystem-
survey.html（2021 年 7 月 15 日閲覧） .
徐慶柏，劉聖元（2020）「新創園地 -加速器盤點：58+3! 不是升溫中的愛情，也不是辣口的
高粱；是加速器的…」Retr ieved from https://findit.org.tw/researchPageV2.aspx?pageId=
1527（2021 年 8 月 3 日閲覧） .
＜英語＞
Battistella, C., De Toni, A. F., & Pessot, E. (2017). Open accelerators for start-ups success: A 
case study. European Journal of Innovation Management ,  20(1), 80–111.
Bone, J., Gonzalez-Uribe, J., Haley, C., & Lahr, H. (2019). The impact of business accelerators 
and incubators in the UK. (BEIS Research Paper, 2019/009). Department for Business, 




Clarysse, B., & Yusubova, A. (2014, October  23). Success factors of business accelerators.  
Technology Business Incubation Mechanisms and Sustainable Regional Development, 
Proceedings. Toulouse Business School, Toulouse, France. Retrieved from https://biblio.ugent.
be/publication/6842877
Cohen, S. (2013). What do accelerators do? Insights from incubators and angels. Innovations: 
Technology, Governance, Globalization, 8(3-4), 19–25. 
Cohen, S., & Hochberg, Y. V. (2014). Accelerating startups: The seed accelerator 
phenomenon. Available at SSRN 2418000. Retr ieved from http://papers.ssrn.com/sol3/Papers.
cfm?abstract_id=2418000.
Cohen, S.,  Bingham, C. B., & Hallen, B. L. (2019). The role of accelerator designs in mitigating 
bounded rationality in new ventures. Administrative Science Quarterly ,  64(4), 810–854.
Cohen, S.,  Fehder, D. C., Hochberg, Y. V., & Murray, F. (2019). The design of startup 
accelerators. Research Policy, 48(7), 1781–1797.
Crișan, E. L., Salanță, I. I., Beleiu, I. N.,  Bordean, O. N., & Bunduchi, R.(2021). A systematic 
literature review on accelerators. The Journal of Technology Transfer , 46(1), 62–89. 
Drori,  I. , & Wright, M. (2018). Accelerators: characteristics, trends and the new entrepreneurial 
ecosystem. In M. Wright & I.  Drori (Eds.), Accelerators: Successful venture creation and 
growth(pp. 1–20). Cheltenham, UK/Northampton, MA: Edward Elgar.
Ester, P. (2017). Accelerators in Silicon Valley: Building successful startups . Amsterdam: 
Amsterdam University Press.
Feld, B. (2012). Startup communities: Building an entrepreneurial ecosystem in your city . New 
Jersey, USA: John Wiley & Sons. Inc.
FINDIT (2020). 2020 Taiwan startup investment scene report. Retrieved from https://www.
startupstadium.tw/reports
Fowle, M. (2017, September). Critical success factors for  business accelerators: A theoretical 
context.  British Academy of Management 2017 Conference ,  1–23. Retr ieved from https://
www.researchgate.net/publication/320183467
Garcia-Ochoa, P., De-Pablos-Heredero, C., & Jimenez, F. J. B. (2020). How business 
accelerators impact startup’s performance: Empirical insights from the dynamic capabilities 
approach. Intangible Capital,  16(3), 107–125.
Hallen, B. L., Cohen, S. L., & Bingham, C. B. (2020). Do accelerators work? If so, how? 
Organization Science , 31(2), 378–414.
Hathaway, I. (2016, March 1). What startup accelerators really do. Harvard Business 
Review. Retr ieved from https://hbr.org/2016/03/what-startup-accelerators-really-do
Hausberg, J. P., & Korreck, S. (2020). Business incubators and accelerators: A co-citation 
analysis-based, systematic literature review. The Journal of Technology Transfer, 45(1), 151–
176.
IAPS (2019). 2019 IAPS-TTA Report. Retrieved from https://iaps.nctu.edu.tw/%e3%80%90
program%e3%80%91iaps-2019（2021 年 6 月 15 日閲覧） .
IAPS (2020). 2020#2 IAPS 10. Retrieved from http://ican-iaps.com.tw/upload/download_files/
99c029268b05c1ff9a7f7b7054aa412d.pdf（2021 年 3 月 15 日閲覧） .
IAPS (2021). IAPS 2021: National Yang Ming Chiao Tung University, Center of Industry 
Accelerator and Patent Strategy.（ IAPS 紹介資料。 2021 年 5 月 3 日， IAPS 提供） .
III (Institute for Inforamtion Industry) (2020). The state of Taiwan’s corporate innovation and 
startup ecosystem, 2020 annual report. Taipei, Taiwan. Retrieved from https://edm.bnext.com.
tw/annual_report_2020/article02_en.html（2021 年 8 月 10 日閲覧） .
Kreusel, N., Roth, N., & Brem, A. (2018). European business venturing in times of digitisation:
an analysis of for-profit business incubators in a Triple Helix context.  International Journal of 
Technology Management , 76(1/2), 104–136.
Leatherbee, M., & Gonzalez-Uribe, J.(2018a). Selection issues. In M. Wright & I. Drori (Eds.), 
Accelerators: Successful venture creation and growth (pp. 81–99). Cheltenham, 
43
UK/Northampton, MA: Edward Elgar.
Leatherbee, M., & Gonzalez-Uribe, J. (2018b). Key performance indicators. In M. Wright & 
I. Drori (Eds.), Accelerators: Successful venture creation and growth (pp. 100–122).
Cheltenham, UK/Northampton, MA: Edward Elgar.
Miller,  P.,  & Bound, K. (2011). The startup factories: The rise of accelerator  programmes to 
support new technology ventures. London: NESTA. Retrieved from http://www.eban.org/wp-
content/uploads/2014/09/14.-StartupFactories-The-Rise-of-Accelerator-Programmes.pdf
Pauwels, C., Clarysse, B.,  Wright, M., & Van Hove, J. (2016). Understanding a new generation 
incubation model: The accelerator.  Technovation, 50–51, 13–24.
Stross, R. (2012). The launch pad: Inside Y Combinator,  Silicon Valley's most exclusive school 
for startups, New York, NY: Portfolio/Penguin. 邦訳 ,  R. ストロス (2013)『Y コンビネー
ター：シリコンバレー最強のスタートアップ養成スクール』滑川海彦 , 高橋信夫 訳 .  
日経 BP 社 .
Vandeweghe, L., & Fu, J. -Y. (2018). Business accelerator governance. In M. Wright & I. Drori 
(Eds.), Accelerators: Successful venture creation and growth (pp. 37–57). Cheltenham, 
UK/Northampton, MA: Edward Elgar.
Yitshaki,  R., & Drori,  I. (2018). Understanding mentorship processes. In M. Wright & I. Drori 
(Eds.), Accelerators: Successful venture creation and growth (pp. 58–80). Cheltenham, 
UK/Northampton, MA: Edward Elgar.
＜面談調査記録＞
iaps-2015 國立交通大學（NCTU）産業加速器曁専利開發策略中心（ IAPS）の執行長
（CEO）Mr. 林伯恒（Michael Lin）他と、2015 年 9 月 17 日、台湾の新竹科学園区内の
交通大学国際創新育成センターにて面談実施。
iaps-2020 IAPS の CEO である Dr. 林伯恒（Michael Lin）と、2020 年 10 月 5 日、オンラ
インにて面談実施。
iaps-2021 IAPS の CEO である Dr. 林伯恒（Michael Lin）と、2021 年 5 月 6 日、オンラ
インにて面談実施。
